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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原発のデブリへのアクセスルートの検討に重要な、炉心支持板

以下の構造物の破損進展の予測評価に資するため、制御棒や燃料の溶融物

と炉心支持板以下の構造の模擬体を用いた試験と流体・伝熱解析により、

炉心支持板以下の構造物において破損進展が大規模に進展する条件を明

らかにすることを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）メタル系およびスラグ系溶融デブリへのステンレス鋼の溶解反応速

度の測定 

２）制御棒とチャンネルボックスからなるメタル系溶融物の特性評価 

３）実機条件での炉心支持板破損解析と燃料溶融物の特性調査 

２．総合評価 
Ａ 

・制御棒とステンレス鋼が溶融したデブリの損傷機構に関してデータが収

集できたことは、デブリ性状把握精度の向上に貢献が期待できる。なお、

福島第一原子力発電所の炉内の状況は不明点が多いため、今後明らかと

なる炉内調査結果と比較検討、フィードバックを行っていって欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


